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2025 年度 学校推薦型選抜 

小論文試験問題１ 

次の文章を読み、各問に答えなさい。 

 

大型連休が明けて学生がキャンパスに帰ってきました。新入生は入学後のガイダンスを

思い出しながら、本格的に春学期（前期）にチャレンジするとよいでしょう。4 月に東京工

業大学で行った新入生向け講演をもとに、全国の大学生にも参考になりそうなメッセージ

を贈ります。 
新入生は大変だった受験勉強を終え、自分の好きな研究や勉強に取り組めるようになり

ます。ただ、これまで「受験科目でなければ勉強しなくてもいいや」「本なんか読まなくて

もいいや」と思ったかもしれませんが、そうした姿勢では大学での学びを深めることはで

きないでしょう。 
これからは一人前の大人として、あるいは良き社会人として生きていく上で、本当に必

要な資質を大学で磨いてほしいと思います。大事なことは、良き問いを立て、答えを求め

て自ら学ぶという姿勢です。すぐに答えは見つからないかもしれませんが、簡単に諦めて

はいけないのです。 
君たちは小学校のころから、先生が何か問題を出すと、先生が求めている正解は何かを

いち早く察知して答えることを繰り返してきたのでしょう。要するに忖度（そんたく）力

です。ある意味で、求められている答えを忖度する力を高めることが受験競争に打ち勝つ

手段でもあったのです。 
ところが社会に出れば正解がある問題ばかりとは限りません。たとえば世界には紛争、

日本では政治など様々な問題に直面しています。世界はどうあるべきか、日本はどうある

べきか、そして私はどうあるべきなのかという問いを立ててみる。その力が求められてく

ると思います。 
よく、新入生から「専攻科目は社会に出て役に立ちますか」と質問を受けます。そんな

ときは「学部で学び、教員や仲間と議論し、考え抜いた経験が考える力を鍛えてくれます。

それが社会に出てから生きてくるでしょう」と答えます。それこそが大学生活の価値なの

だと思います。 
学生たちにすれば違う見方ができるかもしれません。たとえば代表的な生成 AI（人工知

能）「Chat（チャット）GPT」のように、様々な情報を調べて瞬時に答えを出してくれる技

術がどんどん進化しています。良き答えを出そうとすれば AI には負けてしまうかもしれま

せん。 
そして、最近は外国語を学ぶ際に、瞬時に翻訳できる最新ソフトが使えるようになりま

した。あるいは日常会話でも、旅先で瞬時に会話を翻訳してもらうこともできます。こん

な時代を迎えると「なぜ改めて語学を勉強する必要があるのか」と思っている新入生もい

るかもしれません。 
でも、自分の未来や幸福のために良き問いを立てるということは人間にしかできないこ

とだと思います。民族・国家・伝統・文化を知るためには、まずそれぞれの国の言語を学

ぶことが必要になるということです。技術とはあくまでも、情報を集め、考えるための道

具に過ぎないのです。 
つまり、動画教材を倍速スピードで視聴したり、AI に答えを見つけ出してもらったりす

れば効率よく学んだ気分になるかもしれません。考える力を鍛える上でどれだけ効果があ

るか疑問です。「知っているという学び」と「考え抜いて習得した学び」とは全く異なると

思います。 
将来、働き始めるとき、AI に使われる側になるのか、それとも AI を使いこなす側に回

るのかといった問題にもかかわるでしょう。考える力とは生きる力に通じるかもしれませ



ん。学生生活を大事に過ごしてほしいと思います。 
 
（池上彰の大岡山通信 若者たちへ 357 新入生諸君へ 良い問いを立て、考えよう  

日本経済新聞 朝刊 2024 年 5 月 15 日） 
 
問１．著者は大学での学びをどのようにするとよいと考えていますか。 

40 字以内で述べなさい。 
 
問２． 
（１）大学生活の価値について、著者が述べている文章を 60 字以内で書きなさい。 
（２）（１）の内容に対する自分の考えを 400 字以内で述べなさい。 
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小論文試験問題２ 

 

次の英文を読んで、各問に日本語で答えなさい。 

 

Joyce Loaiza lives alone in a community for older people in the American state of Florida. When she 
is home, the retired office worker often talks with a friendly female voice that asks about her day. 

A few kilometers away, the same voice helped 83-year-old Deanna Dezern when her friend died. In 
New York state, it plays games and music for 92-year-old Marie Broadbent. And in Washington 
state, it helps 83-year-old Jan Worrell make new friends. 

The women are some of the first in the United States to receive the robot ElliQ made by Intuition 

Robotics. The company and other officials say it is the only device using artificial intelligence (AI) 
to help older Americans from loneliness. 

（中略） 

The device looks like a small table light and it has an eyeless, mouthless head that lights up and turns. 
It remembers each user’s interests and their talks, helping create a special experience with each new 
discussion. They can be as deep as the meaning of life or as light as a small joke. 

ElliQ also plays music and provides creative or spiritual sayings. On a video screen that comes with 

it, it will show different cities and places of interest. The device leads exercises, asks about the 
owner’s health, and gives reminders to take medicines and drink water. It can also support video 
calls and contact family, friends, or doctors in an emergency. 

Intuition Robotics says none of the conversations are heard by the company, with the information 
staying on each owner’s device. 

Intuition Robotics chief executive office Dor Skuler said the idea for ElliQ came before he launched 

his Israeli company eight years ago. His grandfather who lost his partner needed an aide, but the first 
did not work out. The next person, though, understood his grandfather’s love of music and his 
special sense of humor. 

Skuler then thought a robot could fill the space of a friend by adapting to each person and their 
interests. He said, “That just did not exist anywhere.” 

The average user interacts with ElliQ more than 30 times a day and more than 90 percent report 

lower levels of loneliness, Skuler said. 



（中略） 

Brigham Young University professor Julianne Holt-Lunstad studies the effects of loneliness on 

health. Holt-Lunstad worries that a device like ElliQ might have short-term helpful effects but it 
could make people less likely to seek human contact. She told The Associated Press that the difficult 
feeling of loneliness should push people to reconnect socially. 

Skuler and state officials agreed that ElliQ is not a replacement for human contact. But some older 
people cannot leave home or do not have many friends. 

Greg Olsen is director of the New York State Office for the Aging. His office has sent out 750 of the 

900 ElliQs it received. He said he wished that he could “make a person show up at the home of one 
of the many, many older adults that don’t have any family or friends.” 

Charlotte Mather-Taylor is director of the Broward County, Florida, Area Agency on Aging. She 
said the COVID-19 pandemic and its aftermath left many older people more disconnected. Her 
agency has provided 300 ElliQs which, she believes, help the situation. 

（後略） 

出典: Johnson, Carla K. HEALTH & LIFESTYLE, Talking Robot Helps Seniors Fight 

Loneliness (voanews.com) January 07, 2024 
<https://learningenglish.voanews.com/a/talking-robot-helps-seniors-fight-loneliness/7409230.

html> (2024.6.17.確認) 一部改変 
 

問１． ElliQ とは何か説明しなさい（横書き・50 字以内） 
 

問２．ElliQ ができることについて具体例が複数あげられているが、そのうち２つを挙げ、

その内容について述べなさい。（横書き・80 字以内） 

 
問３． Brigham Young 大学の Julianne Holt-Lunstad 教授が ElliQ について言及している内容

を述べ、それに対する自分の意見を述べなさい。（教授の名前を使う場合は、「教授」

のみの表記でよい。）（横書き・250 字以内） 
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小論文試験問題１－１解答用紙 
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解答欄は次ページに続きます。 
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小論文試験問題１－２解答用紙 
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小論文試験問題２-１ 解答用紙 
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解答欄は次ページに続きます。 

受験番号 氏  名 
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小論文試験問題２-２ 解答用紙 
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2025-看 

 

注 意 事 項 

 

 １ 問題用紙４枚、解答用紙４枚、下書き用紙２枚、裏表紙（注意事項記載）１枚です。 

 ２ 解答用紙の所定の欄に、必ず受験番号・氏名を記入してください。 

 ３ 解答は、すべて解答用紙に記入してください。下書き用紙に解答を記入しても、採点

の対象とはしません。また、解答用紙の「得点欄」には何も記入しないでください。 

 ４ 問題用紙・解答用紙に印刷不鮮明や汚れ等がある場合は、無言のまま手をあげて、 

  監督員の指示に従ってください。 

 ５ 試験中に質問や用便等の用件がある場合も、無言のまま手をあげて監督員の指示に 

  従ってください。 

 ６ 試験開始後は途中退室を認めません。 

 ７ 問題用紙及び下書き用紙は持ち帰ってください。 

 ８ 不正行為や他の受験者に迷惑となる行為を行った場合は、失格とすることがあります。 

 

  


